
まず
お電話、FA

Xで

ご連絡くだ
さい

悩んでいないで相談してみませんか？

事故で意識障害があった、脳の病気や手術の後…

もしかしたら 高次脳機能障害？

高次脳機能障害で困っている当事者、ご家族、支援者からのご相談をお受けしています。

TEL 0532-34-6098　FAX 0532-34-6099
〒441-8013   豊橋市花田一番町72番地  東和西駅前マンション101号室

愛知県高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業 支援拠点機関

高次脳機能障害 
愛知県東部支援センター笑い太鼓
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高次脳機能障害

やる気が
ない

思い出せな
い

慣れた所で道に
迷う

気が散りやすく、うっかり
ミスが多い

段取りが悪い、要領よく出来ない

些細なことで怒りっぽい

　　　　　　　　　　         「高次脳機能障害」は病気（脳梗塞、くも膜下出血、脳炎など）や事故（交通事故や転落、水難事故など）

で脳に損傷を受けた後遺症として生じた記憶障害・注意障害・社会的行動障害などの要因から、日常生活及び社会生活への適応が

困難となる障害です。

具体的には「物事を記憶できない」「ぼんやりして注意がうまく払えない」「感情的になりやすい」「会話がうまくかみ合わない」｢段取

り良く作業をすることや、順序だてて物事を行うことができない｣等の症状が有ります。

これらは日常生活や社会生活において大きな支障をもたらす場合がありますが、外見から

はその障害が分かりにくく、十分な理解や対応が得られないのが現状です。

高次脳機能障害者は全国で30万人とも50万人ともいわれています。

笑い太鼓は、高次脳機能障害者とその家族に対し、高次脳機能障害につ

いての正しい知識の普及に努めてきました。

高次脳機能障害者の社会参加を支援するための施設運営を始め、医療・福祉・行

政関係者や、一般の人々に対して高次脳機能障害についての理解を深める活動を

通して、高次脳機能障害者が安心して生活できる社会作りを目指しています。

広範囲な脳損傷を
生じやすい疾患

局所的な脳損傷を
生じやすい疾患

くも膜下出血、脳外傷、
低酸素脳症　脳炎など

※情報処理、遂行機能など前頭
葉機能に関連する諸症状を生
じることがあります。

脳梗塞、脳内出血など

※失行、失認、失語など巣症状と
いわれる症状が生じることが
あります。

脳外傷

低酸素脳症

脳血管疾患̶脳梗塞、脳出血、くも膜下出血

　外部から受けた強い衝撃により、頭蓋骨と脳が衝突した部分や反
対側に損傷が起こり、同時にねじれや回転する力のため、神経線維が
切れて脳のネットワークが寸断されることが多く、広範囲に損傷が発
生します。そのため、記憶障害、注意障害、遂行機能障害、社会的行
動障害などの高次脳機能障害や身体障害が生じる場合もあります。

　人間の体の中で最も酸素を必要とする脳に、一時的に酸素が供給
されなかったために、生じる脳障害。心筋梗塞による心停止（脳への
血液不足）や、窒息、喘息、溺水による呼吸停止による脳への酸素供
給不足から低酸素脳症を引き起こし、その結果、記憶障害や意欲発
動性の低下などが頻発します。

　脳梗塞や脳内出血は、片麻痺を起こしやすく、高次脳機能障害の表
れ方は損傷部位によって異なります。一方、くも膜下出血では、前頭葉
や側頭葉の底面に出血が見られやすく、高次脳機能障害の症状として
は記憶障害や社会的行動障害などが生じやすいといわれています。

脳炎
　細菌やウィルスの感染、あるいは自己免疫により、脳に損傷をきた
します。損傷箇所により脳全体の損傷から局所の損傷でとどまる症
例まであり、生じる高次脳機能障害はさまざまです。

特定非営利活動法人 高次脳機能障害者支援「笑い太鼓」
〒440-0047 豊橋市東田仲の町57番地 TEL／FAX  0532-66-3330　　http://waraitaiko.web.fc2.com/

NPO法人笑い太鼓 事業所

どうしたら？
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●メモやスケジュール表を見て、記憶を補う習慣を
　付けましょう。
●用件は一つずつ明確に伝えましょう。指示書や図
　などの活用もお勧めします。
●無くしものが多い人は、置く場所を決めておきましょう。
●作業はあれもこれも、は禁物。１つずつ確認しながら
　進められるものを行うようにしましょう。
●イラッとしたら、話題を変える、部屋を出るなど場を
　変えるようにしましょう。
●疲れやすい人は、こまめに休憩をとりましょう。

＜豊橋事業所＞ ＜名古屋事業所＞

豊橋鉄道市内線

高次脳機能障害者
支援センター

高次脳機能障害者
サポートセンター笑い太鼓
〒461-0022
名古屋市東区東大曽根町 25-2

TEL 0532-63-6644

TEL 052-981-3033　
〒440-0047
豊橋市東田仲の町 57 番地


